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三浦・房総両半島中新統の化石珪藻による対比
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　　　Abstract

　　　Some　diatoms　have　been　newly　fbund　from　carbonate　nodules　or　mudstones　in　the

Miocene　beds　ofthe　Miura　and　B6s6areas　to　the　south　ofTokyo．

　　　：From　the免atures　ofthe　diatom　assemblage，fbur　groups　are　recognized　in　this　area．The

αgroup　is　represented　by　the　abundance　of確55616∂乞ぬo碗nα，Theβgroup　is　characteristic　ofthe

new＆ppearance　of∠40励o砂61％5勉g6n5，and　D6痂6麗」α1翻如and　the　coexistence　ofκ6α吻αwith

them．The7group　is　characterized　by　the　appearance　of1）碗翻」αh観64あねnd　disappear＆nce　of

κ6α7伽，Theδgroup　is免atured　by　the　new　appearance　of飾痂漉56麗56膨⑳7痂＆：Formations

distributed　in　the　Miura　and　B6s6Peninsula　are　correlated　by　diatom　as　fbllowsl　the　Hayama

and　H：ota　Groups，which　contain　theHora　ofαgroup，belong　to　the　Lower　Miocene，theYabe

Formation　and　the　middle　part　ofthe　Sakuma　group　containing　B　group　to　the　Middle　Mio－

cene，theupperpart　ofSakuma　Groupwith7group　to　the　Middle　to　Upper　Miocene，and　the

lowerpart　ofMiura　Group　withδgroup　to　the　Upper　Miocene．

　　　The　diatom　Horas　ofthe　Lower　and　Middle　Miocene　ofthis　area　contain　many　charac－

teristic　species　as　includedin　the　Middle　Miocene　ofCalifbmia，andin　the　drilling　cores　ofthe

MoholandtkeequatorialPaciHcOcean（KoLBE19541KANAYA1970），Ithasbecomeclea爵om

the　comparison　ofthese　Horas　that　a　distinct　change　in　diatom　assemblage　has　occuπed　in　the

MiddleMiocene，ThechangeismoreclearinJapanbecausetheolderdiatomsdis乱PPearinthe

upper　horizon　distinctly。The　dif艶rence　seems　to　be　caused　by　more　rapid　change　ofclimate　in

Japan　than　those　in　the　other　areas．

1，　ま　え　が　き

　化石珪藻は固結の進んだ岩石にはふっう存在しない

が，炭酸塩質団塊が産する場合には，それに良好に保存

されてV・ることがある（沢村・上村，1963）．古く明治22年

（1889）にBRuNとTEMP甑Eにより発表された日本産

化石珪藻の一部は，横浜港内で得られた石灰岩に含まれ

ていたという（金谷，1963）．これも，新第三系から洗い

出された石灰質団塊と考えられたので・三浦半島の葉山
　　　　　　　　ほ　た
層群，房総半島の保田層群に含有されている炭酸塩質団

塊を検討したところ，多量の化石珪藻がみいだされた．

また佐久問層群などにも珪藻の産することが判明した．

これらの珪藻群集組成はBRUNらの群集とは異なってお

＊地　質　部

り，後者の産出層準はまだ不明のままである．化石珪藻

群集を概査した結果，佐久間層群相当層が三浦半島にも

分布することが明らかとなるなど，三浦，房総両地域の

対比に新しい根拠が得られたので，概査の段階のままで

ここに報告する．

　炭酸塩質団塊には常に化石珪藻が存在するわけではな

く，例えば掛川市北方の三笠層群では溶解が著しく進み

同定不能ということもある．しかし団塊中の珪藻の保存

条件は地域により異なるであろうから，掛川地域にっい

てはなお探求されるべきであり，産出した揚合に成果の

大きなことを考えると，団塊中の化石珪藻の研究はさら

に推進されるべきものと考えられる．

　なお，三浦，房総の地質に関する最近の知見について

は，地質部垣見俊弘，平山次郎，木村政昭技官の教示を
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第1表三浦・房総両地域の層序区分と対比

　　　　　　　（1）
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得，また結果の解釈に多くの助言を得た．とくに木村技

官には未発表データの引用を許して戴いた．これら諸氏

および各地の含珪藻泥岩を提供された方々に厚く感謝す

る．

2．層序区分と対比の問題点

　三浦，房総両地域の地質にっいては古くから多くの研

究が行なわれており，三梨・矢崎（1958）によってはじ

められた火砕岩鍵層の徹底的追跡により，中新統上部以

上の地層については両地域の対比も明確となったが，そ

れよりも下位の層準にっいてはなお問題が残されてい

る．これは大塚（1932）がすでに指摘しているように

“地層分布は東から西に収れんし……三浦地域では房総

半島にみられる多数の地層が覆い隠されるか，侵食され

ている”という地質状況のためであり，さらに大型化石

とともに有孔虫化石もまた産出がまれ（斉藤，1963）な

ことが原因となっている．

　両地域の層序区分と対比にっいて，異なる見解を代表

する2例を第1表に示した．

　葉山層群と保田層群との対比は両例とも一致してい

る．さきに大塚（1932）は葉山層群を不整合で2分して

その上部は佐久間層群に対比したが，現在では三浦層群

の一部と認められてV’る（木村ほか，1973）。ところが木

村の研究の進展とともに，葉山層群の最上部とされてい

注1）北海道の樺戸山地付近では，鮮新統（滝川層）は中新統と整合

　　し，一連の関係にあるが，その東方石狩炭田では基盤岩と著し

　　い不整合関係にある．これと似た現象ともいえよう．

　　　（IV）

　（小池，1969）

Cr～Pg

た矢部層は衣笠層の一部とともに下部層を不整合に覆う

ことがみV・ださた．

’
房 総三浦研究グループ（1958）によれば，葉山層群最

下部の森戸層に含まれる有孔虫群集は衣笠，久里浜地点

にみられる群集とは構成が異なるという．後者は“矢部

層”の分布地とみられる．この点も考慮して，本報告で

は矢部層を葉山層群から切離して，独立させる．その分

布は木村が研究中であるが，その概略は第1図に示され

ている．

　佐久間層群と豊岡層群との関係には対立した見解があ

る．豊岡層群の基底に千畑礫岩層があり，房総西岸では

不整合に佐久間層群を覆うが，東方に尖滅して両層群の

境界が不鮮明となっている注1）．　大塚・小池（1949）は

これを基底礫岩とし，三浦層群の田越川礫岩層と同一層

としているようである．三浦半島で火砕岩鍵層と田越川

礫岩層との斜交関係から，後者の著しい追覆を確認した

三梨（1968）は，佐久間，豊岡両層群を一括して，これ

を三浦層群としている．すなわち，千畑礫岩層を基底礫

岩層とはしていないようである．三梨の見地にたてば，

三浦における佐久間層群相当層は，存在すれば田越川礫

岩層の直上にあることとなる．

　これら諸層の地質時代についても，また異なった見解

が存在する（第1表）．

　保田層群の泥岩中の団塊には保存良好な貝化石を産す

る．∠46歪1αに富むが，Po7JJαπ4∫αω厩砺認，P67ψJo窺α665ho－

8n56が産出して漸新統とされる（畑井・小池，1957）．ま

た保田層群に含まれる底棲有孔虫群集は葉山層群最下部
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第1図　 化石珪藻産地
（鵜瀞鵜護蔽男築鑛翻欝鯉を）

の森戸層の群集に類似し，両者の対比が可能である．森

戸層注2）には（穿励㎏8吻傭πα循襯α，磁妙卿7傭4ゑ緬痂傭

などの浮遊性有孔虫が含まれて，下部中新統とされる

（栗原，1971）．

　佐久間層群中尾原層にはL‘獅4鰐6伽α，ハ動g塑5伽が古

くから知られている．大塚・小池（1949）はこれを中新

統中部としているが，斉藤（1963）はこれら大型有孔虫

はα伽観αと共存するのが通例なので，中尾原層も中

新統下部としている注3），

　豊岡層群を大塚・小池（1949）は鮮新統とするが，斉

藤（1963）によれば，その下半部には（7Jo6㎏67Jnα吻傭h65

が産し，中新統上部に対比している．これに従えば，火

砕鍵層の追跡によって対比の確実な三浦層群も中新統上

部となる．

3．化石珪藻群集

三浦半島ではNo．1～7，房総半島ではNo．11～18の化

注2）油田ガス田図“三浦半島”においては，浮遊性有孔虫産地の一

　　　あぷづる
　　部は鐙摺層とされている・

注3）斎藤（1963）によれば伊豆半島の下白岩は例外で中新統上部に対

　　比しているとともに，房総でも0．伽観αを産しないと述べら

　　れている点は注目される．

石珪藻産地がみいだされた（第1図および第2表）．これ

らのうち重要な試料にっいてここで述べる．

　N・．1とNo．2とは葉山層群森戸層の模式地におV・て伊

栗原（1971）が底棲有孔虫を検出した地点付近で擦取さ

れた．浮遊性有孔虫産地とは断層をへだてて北側にあた

る．No．11は保田層群泥岩中の炭酸塩質団塊で，その中

心にオ6蜘sp．の化石を含有する，この地点は，漸新世型

の貝化石を含有する団塊としては新しくみいだされたも

のであるが，畑井・小池（1957）の産地と同層準と考え

られる．なお，N・．11の西側，またNo．12の東側には佐久

問層群の礫岩が分布し，これにNo．11と同組成の珪藻群

集を含有する炭酸塩質団塊の礫がみいだされている注4）．

試料No．14は保田南方海岸のL吻40α6Z2翅産地（小池，

1950）で採集された．これは中尾原層の泥質部である．

試料No．15，16は保田層群，佐久間層群天津泥岩層とさ

れていた地点から採取された．灰白色凝灰質泥岩（およ

びそのなかの団塊）で，その岩質は天津泥岩層に似る

が，これに含まれる珪藻群集はNo．14と特徴を同じくし

注4）畑井・小池が貝化石をみいだした地点11カ所のうち，4カ所は

　　大崩礫岩層中に，1カ所は礫層中に礫として貝化石を含む団塊

　　を産している．
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第2表　　化石珪　藻　の　産地

産地番号標本番号　層　　準

浦

半

島

房

総

半

島

1

2
3
4
5
6

7
11

12

13

14

15

16

17

18

721111

721112

720805

720804

720603

720806

720609

71050401

721282

721245

721251

721250

721265

721259

721260

葉山層群森
戸層

　同　上

　同　上

矢　部　層

　同　上

三浦層群逗
子泥岩層

　同　上

保田層群
　同　上

　同　上

佐久間層群
中尾原互層

保田層群？

佐久間層群
天津泥岩層？

佐久間層群
天津泥岩層

　同　上

岩　　質

炭酸塩質団塊

泥

同　　上

同　　上

岩

　同　　上

シル　ト岩

同　　上

炭酸塩質団塊

　同　　上

　同　　上

シルト質泥岩

灰白色凝灰質
泥岩

同上中の炭酸
塩質団塊

泥　　　　岩

同　　上

産 地

三浦郡葉山町森戸，森戸神社南側海浜，凝灰質砂岩泥岩互層中

　　　　同　　上，泥岩中

横須賀市長岡，野比駅南の海浜，小川の東側，乱堆積中

横須賀市東，国立病院入口東方・小川の酉の路傍の崖

横須賀市久里浜・久里浜駅酉方正業寺内の岸

横須賀市大谷，久里浜駅北酉2．3km路傍，凝灰岩OKの上位

横須賀市太郎崎，久里浜駅北西800m路傍，凝灰岩OKの上位

安房群天羽町上畑，南に向う道路の最初の泥岩の崖，木村政明採集

鋸南町上佐久間，上佐久間郵便局北東1．5km，　不整合の下泥岩中

鋸南町下佐久間山田，勝山駅東南2．7km稜線上の道路，泥岩中

鋸南町大六，保田駅南1。5km，127号道路の崖北端

鋸南町検儀谷，‘神社南の路傍

鋸南町上月江，保田駅南東々2．5kmの稜線

鋸南町埋田，小川沿いに北方1．3kmの崖

同上，1．5kmの崖

ている注5）．

　これら15試料の珪藻群集組成は多様であって，なお今

後充分な検討を必要とする．しかし，概察した結果で

は，これらはα，β，γ，δの4群に区分され，それぞれは

第3表にみられるように明瞭な差異を示している．

　まず，α，β両群にはG・56伽4励窃516ωゴ5∫απ郷，σ7卿6404∫5－

o％360s6∫ηo伽祝5，Rh‘ψhσo伽％5襯ツ伽4∫6麗5，κ諭」魏IJα6α7一

伽などの特異な形態をもっ珪藻種が存在し・これらを

全く欠く7，δ群とは顕著な差を示している．

　また豊産する種についても，α群ではκ∫∬6枷6伽卿

伽，β，γ両群では丑α1α5560孟h廊癬z50h観465，δ群では

Co36伽廊螂7磁伽5とそれぞれ異なる．

　この両者を組合わせることによって，各群は他から容

易に識別される．各群の主要構成種は第4表に示した．

以下第4表のαに示される組成をもつ群集をα群集，同

様にβ，7，δ群集とよぶことにする．

　これらの群集の組成変化を比較すると，特定の種の出

現あるいは消滅が認められる．すなわち，β群集では

注5）小池（1955）は流紋岩質凝灰岩に富むのは保田層群，あるいは天

　　津層と考えた．No．15，16はこのような部分に中尾原層（ある

　　いは木の根層）の存在することを示唆する・この地域の南に広

　　く分布する保田層群（波太層）もこれに相当する疑いがあ窮

　　これが天津泥岩層と不整合関係にあると小池が述べているのは

　　興味深い．

1）6n伽」α1α惚，オ6伽砂伽θ」㈱螂，∠1．∫ng6η5，0・56伽・漉踏

Pl初伽などが出現し，CO56∫no廊6麗51αη6601α渉麗S，σ0562η0一

廊郷n．sp．などが消滅している，7群集ではD6n」蜘1α

h観84痂が出現し，Co56∫η04∫56％516ω麺醜％s，羅55616漉llα6α7一

枷など特異な形態をもっ珪藻種が消滅している．δ群

では伍痂廊6％56％nθ⑳7痂3，P56％406観0地cfL401∫07％3が出

現し，σ05伽04伽郷6η朔，c・μ加伽，α魏翻漉徽5が消滅

している．

　このように多くの珪藻種が出現あるいは消滅している

ので，これと本邦各地の例とを比較することにする．

4．三浦・房総と本邦各地の珪藻群集

　本邦各地の中新統，とくに裏目本側の珪藻群集にっい

ては，近年著しく研究が進展している．これと福島県太

平洋岸の鮮新統（竜ノロ層群）および北樺太中新統の例

にっいて，珪藻群集組成の特徴を比べてみる（第4表）．

　α群集に比較される珪藻群集は現在のところ報告され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おい
ていない。β群集には岐阜県の瑞浪層群上部をしめる生
たわら

俵層（沢村，19631小泉，1970），能登半島基部灘浦海岸

の余川層群中部（小泉の珪藻帯1，中世古ほか，1972）の

珪藻群集がよく似ている．ところが，余川層群上部（珪

藻帯H），北海道南部奥尻島の釣懸層（秦・長谷川，

4一（330）



三浦，房総両半島中新統の化石珪藻による対比（沢村孝之助）

　　　第3表　三浦・房総にみられる化石珪藻群集

ミミミミτ

種 名

地　層　名

、
＼
．

産地番号

群集型

一＼
B嘱ぬゆh裁466吻θπ5Grun．
Go5伽0廊6μ5」αn660」α嬬Cast．

0．c血．o∂躍5Lohm．
qレ耀α∫ogo漉召αη2西砂oo6705（Ehr。）Hanna
T短667碗彪ηZ7α漉030岬名6あOZ61ごZ渉Z6ηz　grun，

Co56∫ηo漉56郷n。sp．

Rh鰯on6灘？sp．
C65Jo漉50％5SPP。

Co5伽o廊6％516痂吻n麗5Grev．
C．η痂ぬ傭Grun．

ααψ640漉5躍56050∫η04250π5EhL

jD傭蜘」α吻06伽6αGrun．
飾窺毎μ伽3SPP．
κ∫∬8」6∂∫6Jl40α7勉αShesh．

ハ4α6707α5渉6伽（Azp，）Hanna

ぞアκ露1αsp．

Rhψh∫o漉56％5ηzαび1αη4∫昭5Christ．

Rhαψhon6乞5SPP．

SJ∫6励o％397観o副Trun　and　Witt
∠46痂zog6h656h76nみ6㎎毎v，哲6n61」ごz（Br6b）Hust．

σ・56乞n・漉卿36励凪anaya
C．∂8渉％5あ5語窺郷Pant．

Co吻o漉鋤5sp．
孤64惣1毎ψ16n漉4αShesh．
Rhψhoη6乞5α塑h露6705Ehr．

オ6勘0σぬ5011ψ渉初5Ral館
40あno夢ol％豆ng6n5Ratt．
σ0562ηo漉56螂μ1θα66％5（Grun．）Ratt．

C，μ吻旙Grun．
刀6n渉伽1α」側砒Bαil．

琢410漉56郷06501θ勉5Shesh。
1）61zあo％」αη％5オ6読露S五m，and　Kana．

ハ砒z56h毎SPP．

∬θ剛枷剛n6物傭Wal1．
Eω6齪04（Gmn．）Hust・

p5鰯06㈱廊cfL40屍o郷（Wa1L）Grun。
∠40海ηoゆ砂郷麗nぬ」α魏5（BaiL）Ra，lf忌．

σ056∫no漉56％3ηzα79伽α伽5Ehr。

（7．7α漉α伽5Ehr．

瀬6Jo認7αgプαn％」磁α（Ehr．）Raユfも。

ハ4．躍あα如（Ehr．）KUtz

SJψhαnoゆア短5SPP．

7hα1α55♂on6窺α繍z50h20励5Grun．

Rest　spores

試料19中の珪藻殻数×105

一：2％以下　　＋：2～10％　　×：10～20％

葉山層群

森戸層

112i3

保国層群

11い2113

α 群

＊　　　＊　　　＊

十　十　十

×

＊

13

十

＊

15

×

十

×

38

十　十　十

一　十　一
＊　　　＊　　　＊

十

一　十　十

一　十

×　十　十
一　十　十
十　　＊　＊

43　2　42

矢部層

415

佐久間層群

環愚囲？

14［15い6

β 群

一　十

一　十
×　　一

　　十
十　・一

十　一

＊　　一

＊　　　＊

十　十
25　13

一　一　十

一　十

十　×

＊　　一　　＊

一　十　一

　　十

一　十　一
一　十　一
×　　＊　　＊

×　　×　　×

1　3　9

天津層

17い8

7　群

一　十
十　一

十　一

＊　　＊

×　　＊

4　1

三　浦
層　群

逗子層

617

δ　群

紀20％以上

十

十

十　×
十　一

＊　　　＊

十

×　十

2　2

1970），樺太北端Schmidt半島のMachigarskii層下部

（SHEsHKovA，1962）の珪藻群集はβ群集と7群集との中

問的な特徴を示している．すなわち，β群集に似て昭5－

561θ∂擁偏α吻αとD6η♂蜘1αn260伽初は存在するものの，

C・56伽廊催1θω∫5宛π麗5，Rhψh乞04∫56％銅α7吻η4∫郷などは現

われていない．このような中間的組成を示す群集をβ／7

群集とよぶことにする．ここで注目されることは余川層

群上部のβ／7群集には1）6観6ぬh観θ4孟露が出現している

ことで，これは例外的である．

　7群集には男鹿半島の女川階（男鹿珪藻帯1，小泉，

1968）が似てV・る．δ群集は男鹿半島の珪藻帯：皿～V

（船川～北浦階，小泉，1968）に比べられる．ただし
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第4表　三浦・房総と本邦各地，南東太平洋方面の化石珪藻群集の比較

～ミ、、
　　’＼、　、

種

地層　名

名

産地名
群集型＼＼＼

＼σ056伽0碗56㍑516ω乞5彪η％5V．5ε窺記∫5

B溺吻h宛46・顔6n5
0056∫no4∫56％51αη660」α言％S

C．C行．0∂α1ぎ5

0。n。sp．

∠ηηぬ36α⑫7π加5

σ0漉η0漉56μsJ6漉5毎側5

07卿640廊6撹36056伽4ゑ56μ3

ハ4α0707σ5渉8JJα

Rh‘ψh繊蜘5耀卿η漉6π5

G65Jo漉50鉱5sp．

D6n擁6麗α痂00厩物α

κ∫55616∂∫61」αoα7伽α

Oo36乞noo塚50麗58n40∫

c。∂6如5痂5加撹3

漉4観恥μ6n4劾
σ0565no伽π5ρα」8α66御5

αμ初傭
jD6η痂％」α1砿如

毎αJo廊薦06301ぬ5

オ6枷o砂ぬ56伽」魏5

∠4．靱6η5

．Z）6nあ6π1αhz65渉64∫乞¢

読m観5郷o膨蜘γ禰5

P56掘06襯o伽c丘．doJ∫o矧5

Z）6πあ6例1αんαη3Johごz孟んα

本邦および北樺太

三浦房総

αβ7δ

×

×

×

×

××

××

××

××

××

××

××

×××
×××
×　　×

　×

　××

　×××
　×　　×

　×××
　X××

××

　×

　×

岐能登奥樺男鹿福
　｛　　　　　｛　　　　　　ユ　　
阜ZIZ2尻太　～島
　　　　　　Z5
マ　　　マββ！7β／γ7δ

××

××
×

　×

××

×××

　　××
　××××

××××　　×

　　××　　××
　××　　×

　　×
×××　　　　×

×××　　×××

　　　××××
　　　　　×××
×××××××

×

太平洋赤道域および北米

O　　　　　℃一　〇つ　σ）　賃
　L⇔　め　 G
o　　　一国田田幹
自飴§

A　　群

××　　×

　　　×
×××

×　　××

×　　××

　　　×
××　　×

××

　×X，

××

お

一置　EM　讐
』　一£　　　　　国
型　　　　　　　の
僑ZIZ五Z皿O
o　　　　　の

B 群

×

×

×

×

××　　×

××××
××××

　　　　×
　　×××
××××

　　×××
×××××

××××
　　×X

P56鉱‘oθ観o癩cfr．40♂伽％5にかわりDθη痂ぬん㈱励蹴αヵミ

存在するなど相違点がある．しかし，δ群集も福島県の

鮮新統の群集とは異なっている．

　このように・α群集は不明であるが・β，7，δ群集は本

邦に広く分布するものと認められるとともに鮮新統の群

集とは異なることも明らかとなった．しかし，裏目本側

には中間的なβ／7群集が認められ注6），これに，表目本

では7群集で出現する・0・h撹5擁痂が存在することもあ

るのは注目される．またδ群集で差異が大きくなってい

ることは，浮遊性有孔虫群集で裏目本の寒流系と表目本

注6）佐久間層群木の根頁岩にこのβ／7群集が存在するか否かは西

　　黒沢階と女川階との関係に関連しており，興味深い問題である．

の暖流系の対立と（北村・高柳・1971）対応するものと

考えられる，

　　5．太平洋赤道域および北米の珪藻群集

浮遊性有孔虫群集は中新世中期後半から，汎世界的に

寒流系，漸移帯，暖流系の3群に分化し，相互の対比は

困難となっている（北村・高柳，1971）という，前節で

ふれたように本邦の珪藻群集にもその傾向がみられるの

で，ここで赤道域および北米の珪藻群集を検討してみ

る．

　ハワイ群島東南東～南東の，赤道北側の深海底におけ

る試錐によって・漸新統上部（DWBG10，金谷・1970），第
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四系（SDSE58，59，76，KoLBE，19541金谷，1970），また

カリフォルニア沖の深層試錐による中新統（EM，金谷，

1970）の珪藻群集が発見されてV・る．またカリフォルニ

ア州ではTemblor層（Religiαn階）上部，大西洋側マリ

ランド州ではワシントン市北方におけるH：amm・nd1

号試錐によりCalvert層（Luisian階）最下部に豊富な珪

藻群集がみいだされ，それぞれHANNA（1932），LoHMAN

（1948）によてっその群集構成種が詳しく報告されてい

る．

　これら珪藻群集との共通種は，三浦・房総の群集の検

討が進めば，相当増加する見込みであるが，ここで予察

を試みることにする．

　赤道域および北米の珪藻群集は，第4表にみられるよ

うにA，Bの2群にわけられる注7）．A群には赤道域の

DWBG10，SDSE58，59と大西洋側のH：ammond試錐

の群集が含まれる．B群には赤道域のSDSE76とカリ魅

フォルニア付近のEMの珪藻帯1～III，Temblor層の

群集が含まれる，

　A群に存在するG・56∫no漉56麗5」6痂吻n鴛5v．5諭痂5はカリ

フォルニアでは始新統に産している．またDWBG10は

上部漸新統，且ammond試錐の珪藻群集の産出層準は中

部中新統の下部とされ，A群の地質時代にっいてはなお，

充分な検討が必要である．しかしA群はB群に比べては，

より古期の珪藻群集とみなされる．三浦・房総のα群集

は，これに比べられ，とくにC，1θ翻乞αn郷v。5諭露ぎ5を欠

くSDSE59の群集とはよく似てV・るといえるであろう．

　B群のほとんどは本邦のβ群集に比較されて，EM上

部の珪藻帯皿：はβ／7群集と特徴を同じくしている．とこ

ろがB群ではTemblor層を除いて，D傭加1αh％5♂64痂，さ

らには伍痂廊螂0麗η6⑳7窺露もまた出現している．本邦

でβ／7ないしγ群，またはδ群にはじめて出現するのと

は大きな差異である．

　ここで観点を改めて，珪藻種の出現を重視して，本邦

と赤道域』北米の珪藻群集をみることとする．

本邦ではα群集，赤道域と北米大西洋岸にはA群が存

在し，互いに近似した古期の群集である．

D8痂6吻」磁α，■6痂oαぬ豆ng6η5の出現は本邦ではβ

群集，カリフォルニアでもβ群集と特徴を向じくする

Tembl・r層の群集でみられる．

Dθη診加1αh既膨4痂の出現は三浦・房総ではγ群集にお

注7）　B群ではA群に含まれる珪藻種の一部を欠き，これに代わって

　D，1側妙・4ゴηg8η5などが出現する。後者は本邦のβ群で出現

　する種と同じである．
注8）津村孝平（1962）は能登半島飯田町産珪藻土として入手した試料

　にオ・6α酵b7漉o郷を認めている・　これはその産出層準からみ
　て二次化石（derived　foss玉1）の疑いがあり・検討を要する．

いて，能登半島ではβ／γ群集，カリフォルニア沖（EM）

ではβ群集においてである．

飾痂廊郷6膨⑳7痂5の出現は，三浦・房総ではδ群

集，カリフォルニア沖ではβ／7群集，太平洋赤道域（SD

SE76、ではβ群集におV・てである．

　これを通覧すると，β群集の出現後，その構成珪藻種

は逐次消滅したが，地域的なずれがあり，三浦・房総，

能登半島，カリフォルニア沖，次いで赤道域と消滅が遅

延しているようにみられる．

金谷・小泉（1970）も本邦とカリフォルニアとの間で

は珪藻種の出現，消滅に時期のずれを認め，一般にカリ

フォルニアで遅れており，その原因の一っとして，水温

の低下に対する種の反応の差をあげている．ここでさら

に本邦の例について，気候変化の影響とみられるところ

を検討することとする．

6．鼠isse互evie且肱ca■蝕卿Ac亡並ocyc臨s共存

帯にみられる気候の影響

瓦‘嬬襯と江ゴng6n3とは，本邦各地の珪藻群集に普

遍的に出現している（第3．4表）．両種の共存する能登半

島の余川層群では（中世古ら，1972），その下部に産するβ

群集では加η6傭6α1功7n蜘5，C・56伽4∫56％5」θω∫5毎π麗5，Rh‘ψ一

h乞o廊6雛窺αがαη砒郷の3種が出現しているが，余川層群

上部のβ／γ群集ではこれらが消滅している．

　この3種はともに特異な形態を示し・同定が容易であ

る．そこで本邦各地の，κ6α吻αとん聰備の共存す

る試料について上記3種の出現を検討した結果が，第2

図および第5表である．

上記3種の共存する例は現在のところ，能登の余川層

群下部と岐阜の生俵層にすぎない注8）．R・灘が伽耽郷は

さらに北方にまで産するが，本州に限られている．0・

16痂5歪砒郷は北海道南部まで出現する．すなわち，上記

3種の分布には北限があり，上記のように種ごとに限界

位置は異なっている．

　ところで，この3種に共通して，分布北限の位置は，

目本海側では太平洋側に比べて，より北方に存在する．

これは・暖流系の大型有孔虫ルf鰭2ρ5吻・0ρ6繊」2％の分

布限界が目本海側で北方に伸びているのとよく調和して

いる．

κ6翻％とん伽g弼の共存は・八尾・門の沢動物群を

産する門の沢層群，余川層群，また浮遊性有孔虫帯Ngと

される生俵層，さらに北海道で中部中新統とされる古丹

別層，増幌層に認められる．この中新世中期は新第三紀

で最も温暖な時期であり・その盛期には熱帯林が男鹿一

北上付近にまで北上したことが知られている　（棚井，
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第2図　κ6副襯，五伽g6η5共存帯に属する化石珪藻の産地と珪藻種の共存関係

1971）。しかも盛期を過ぎてからは気侯は急速に変化し，

中新世末には初頭よりも寒冷となっている（第3図）．

　能登の余川層群中部でも，その下半にはん副⑳7n蜘5

とR・窺卿」αn4勧5とが共存し，上半で∠．副蜘7n魏5が欠

除し，余川層群上部で・R・灘がαπ砒郷も消滅している．

この層序的変化とさきにのべた地理的分布とを併せ考え

ると，これら珪藻種の消滅は気候の寒冷さに大きく影響

されているものと解される．

　ん擁郷は上記珪藻種に比べればより広く分布する

が，太平洋赤道域（SDSE76）にも産することからみて，

むしろ温暖性の種と考えられる．本邦付近での産出状況

をみても，東北裏目本から北海道にかけて，瓦6碗ηαと

の共存帯の上位（すなわち女川階）にも豊産し，船川階に

至って産出が急激にまれとなるのに対して，北樺太北端

注9）常磐炭田白坂頁岩に少量ではあるが産する（沢村：1969年地質
　　学会年会講演）．

では皇瓦6漉nαの消滅とともに著しく産出量が減少して

いる（SHEsHKovAJ967）．気侯の寒冷化は繁殖に不利で

あったのであろう．

　瓦6碗ηαは孟乞ng6n5と対照的な分布を示している．こ

の珪藻種は北樺太ではじめてみいだされ，記載された

（SHEsHKovA，1962）もので，本邦にも広く産出するが，

太平洋赤道域およぴカリフォルニアでは認められていな

い．層序的な産出量の変化をみると，漸新統上部にも産

する注9）が，下部中新統に豊産し，中部中新統では産出

がまれとなる．すなわち，瓦6碗観は寒冷性（あるいは

温帯性）の種と考えられる．

　余川層群の珪藻群集組成をみると，瓦副⑳吻6郷，R・

規卿1α励郷の共存する帯には欠除しており，その上位

で出現しR，窺αが醐4翻sと共存し，その消滅した余川層

群上部でも存在する．これは気侯の最も温暖な時期には

生存が困難であり，それが寒冷に向かって再び出現した
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第5表　κ6癖ηαと且2ηg6郷の共存帯とそれにみられる化石珪藻種の組合せ

地域番号　　　（1）　（2）　（3）　（4〉　（5）　16〉　（7）　18）　（9）　岡　111）　圃

地域名 能岐三房常弘北奥久瀬日羽天道登阜浦総盤前上尻遠棚高幌北東

地

層

名

三多赤三米真北　　　上
浦　　　　 駒

　　石　 岡

層　　＿　内檜群賀層戸層層　　　 里
：

豊層大層　　　ア声稚層i
岡　 竜　　　 層べ　　　　　　　　問内層　 子　　　　　ツ　　　　　　　　　　観群群層群　　，群層層層群遡＿

余生佐高田門釣左馬栄古増川　 久久野の　俣場　 丹

　俵間　　 沢懸　　　　 幌

層　 層層沢層　川川　別
群層群群層群層層層層層層
十十◎◎⑤O××O×××
保湯
田長
　谷層層
群群

三曲津
毛　 別
　淵別　 層

層層群

e
連
も

。ぎ昭

雨魍
1§

一
．
ミ

　ミ
　矯
》

　　心 （（　　　のの文　療雛
献　絶轟
　　任思ぐ

ぢ
緯s’
略3

）
蕪

口

丑9
●o
の
奨o
冬

試料採集者

上鎮
村西
・不

二清
雄高

角秦松秦佐

　野川
靖光久光
夫男也男昭

　　　　　　＋　滋ηnぬ56認蜘7痂郷の産出
　　　　　　○　σ05c伽o蕗σ硲Zθω競償蹉3の産出
　　　　　　。R加ρh∫o廊6麗規αが翻漉6郷の産出
　　　　　　×　左記3珪藻種欠除
ものと解される．　　　　　　　　　　　　　　　　　　フォルニア沖，太平洋赤道の順となっているのは，この

さらに気候の低下した女川期に出現していないのは，　　解釈とよく調和している注10）．

気候変化の影響ではなく，種の生存期間が終了し，絶滅　　　ここで観点を改めて，本邦と赤道域とカリフォルニア

したものと考えるべきである．　　　　　　　　　　　　　（以下南東太平洋と呼ぶことにする）の珪藻群集組成を

従って，本邦におけるκ催伽の消滅期は絶滅期を　　比較し．てみると，本邦で普遍的に産するが，南東太平洋

ほぼ現わすものであり，これを年代基準面（Datum　ex一　には欠除する珪藻種が認められる．κ6碗ηα，0・6n4・ぎ，

tinctplane）として取扱うことが可能と考えられる．これ　　0。∂6♂観ぎ55珈％5，瀬6伽磁ψ16n4痂，功αlo伽6％50み50」6旙力§

に比べると，∠・6α1ψ7n翻5，R・窺の伽4∫薦，C・18ω乞吻泌　　それである注11）．これらを除外して比較すると，瓦

の消滅期は気候変化の影響を強く蒙って，北方で早く，　　6伽襯，江惣6η5共存帯（β群集）を境として，珪藻群集に

南では遅れ，本邦各地で一定の層準を示すものではない　　交代の生じていることが，本邦では明瞭に現われる．一方

といえよう．本邦より南の，太平洋赤道域あるいはカリ　　南東太平洋では古期種の残存が著しいためにやや不明瞭

フォルニアでは気候の寒冷化が遅れ，そのためにβ群集　　となっていることが明らかとなる．同時に新たに出現する

の要素がより後期にもなお出現すると解される．消滅の　　種に両地域に共通する種の少なくないことが注目される．

遅延が，前節でふれたように，三浦・房総，能登，カリ

注10，11）　この調和は，1），」翻如，D．hμ5’64漉，μθ雁4歪5側56襯63ゲb7雁5

　がほぼ同時期に生じたと考えた結果に現われる．

7．化石珪藻による分帯と対比

本邦と南東太平洋ともに中新世中期に新旧珪藻群集の

9一（335）



地質調査所月報（第24巻第7号）

ゆ

’へ

菖

路

惚0γa亡 惚血亡 ノ》40。乙af　ん45吃at　　〃50r珀五　　〃励オ

ρ止’OCε想ξ o
乙

　、、’σ8A尺σ10
　　　　　、、FOκ557
只Y　　　　　、、、

材’0（：だ坪ε
σ
〃
∠．

P戸しA巨・婆9PlcAド

A尺。丁・〆

　　倒PεR呼

0μ606左く佐 σ
⊥

丁ピRて1ハRY

　　　　σ鹸

G三〇FしRA

σ G已O
εOCε〈1ε ∠一

惚0γa亡 惚血亡 ノ》40吃af 解5◎乙詑 〃50rz∂五 〃励オ

第3図　本邦における気候変化（第三紀森林の分布と移動）：棚井，1971

第6表　三浦・房総・男鹿地域の化石珪藻による対比

鮮
新
世

中

新
世
後

期

硅藻年代基準面

π6η～∫漉56郷

1　6観6⑳7施5

↓砒吻翻1α
　6α1zηα

1）6η痂麗」α

↑h観6痂

三浦半島 房総半島 男鹿半島

副叢繊蒼

中

新1
世
中

期

中

新
世
前

期

上　　総　　層　　群

1羅翻1 北浦～船川階⑭

∠46痂o吃りぬ5彪96η9

Z）6n伽」α1α痂1

矢部層⑭

↑

1粛衣笠層
　山1大山層
　層1鐙擢層
i群l
I　・森戸層⑭

天津層⑭

木の根層

中尾原層⑭

大崩層
奥山層

＼

1佐

久
1間

1層

t群
i・

女川階⑭

西

黒
沢

階

誕霜⑭／麟

台

島

階

⑭　化石珪藻の産出

↑出現期
↓絶滅期

交代が生じたものの，気侯条件に影響されて，南東太平

洋では古期種は長期にわたり出現していることが明らか

となった．これは，本邦においては，気侯変化が激しく

それに伴い珪藻群集も急速に変化したことを意味する．

従って，近接する地域での珪藻群集組成の近似による対

比は，容易であるとともにその信頼度も高いと考えられ

る．三浦・房総の対比（第6表）はその1例となろう．

　しかし，裏日本と表目本の対比には，1ぐ・‘α吻αのよう
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に，気候条件の影響の少ない珪藻種の絶滅あるいは出現

によらねばならない．金谷・小泉（1970）の説くよう

に，珪藻種の出現にもまた気侯の影響は考えられよう．

しかし，ある種の珪藻種，例えばん2ng諮，D・」傭α，D・

h％漉4厩，D・版傭hα瓶および鼠6膨⑳7痂5は本邦と南

東太平洋とでほぽ同時期に出現しているものと考えられ

る．これは前節の末で注記したところである．従って，

少なくも裏目本と表日本とではこれら珪藻種の出現を同

時期とするζとは妥当であろうと考えられる．すなわち

本邦では，中新統の化石珪藻による分帯には，躍6伽・鋤

61π3歪ngθn3とD8罐6％」α1α吻の出現期，・06漉6％1αh忽吻4痂

の出現期，躍∫56傭6伽催伽の絶滅期，H6痂廊螂6観6⑳7一

痂3の出現期をもって年代基準面（datum　plane）とする

ことを前提として研究を進めることが現段階において妥

当と考える．

8．お　わ　り　に

　三浦・房総両地域の炭酸塩質団塊その他に，化石珪藻

がみいだされ，α，β，7，δの4群に明瞭に識別された．こ

れと太平洋赤道域，カリフォルニア付近に産する化石珪

藻群集とを予察的に比較した結果，つぎのような結論と

なった．

　1．葉山層群森戸層は保田層群泥岩相に対比され，と

もに下部中新統である。三浦半島の矢部層と佐久問層群

とは中部中新統である．房総半島の豊岡層群天津泥岩層

は女川階に対比される。三浦半島の逗子泥岩層は船川～

北浦階に対比される．

　2．　中新世中期を境にして，珪藻群集に新旧の交代が

生じており，とくに本邦で著しい．太平洋赤道域および

カリフォルニア付近では，中期以後にも古い型の珪藻種

が出現しているが，これは本邦との気候条件の相違によ

るものと考えられる．

　3，表目本と裏日本の中新統の対比には，オゴ㎎6n5，刀．

」α伽の出現期，1）．h麗吻面乞の出現期，1し6碗ηαの絶滅

期，E6膨⑳7痂5の出現期を，現段階では，中新統化石

珪藻群集による分帯の基礎とすべきである．

する珪藻群集が，本邦と南東太平洋に存在し，広域にお

ける対比もまた，上記諸影響を除外し得れば可能と考え

られる．珪藻殻は試料1gr中に105～107とV・う莫大な数

が含まれているので，定量的に多くの検討を加え得るこ

とは大きな利点であろう．
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σ7卿640廊6㍑56056珈漉50㍑5Ehr．　　　　試料12（721282），保田層群
C7卿64・4∫56麗5sp．　　　　　　　　　　試料1！（721110），葉山層群

C6蜘廊σ撹5sp．　　　　　　　　　　　試料12（721282），保田層群
オ6勧o砂6傭θh78漉顧乞v。伽8磁（Br色b）H：ust．試料3（720805），葉山層群

σ056∫π磁56麗5愉，o∂α1乞5Lohman　　　　試料12（721282），保田層群
Go56伽4乞s6麗516ω∫5毎η麗5Grev。　　　　　試料12（721282）ン保田層群

　　　同上　　　　　試料1（721111），葉山層群
　　　　同上　　　　　試料3（720805），葉山層群
　　　　同　上　　　　　　　　　　　試料1（72m1），葉山層群
　　　　同　上　　　　．　　　　　　試料3（720805），葉山層群

試料3（720805），葉山層群，辺の長さ26μ
　　27μ
長径24μ

　長径57μ
　径　109μ

径　70μ
径　　77μ

径54μ及48μ
径　　54μ

長径96μ
長径64μ
長径40μ
長径35μ
長径29μ

血、．
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15

16

17

18

19

20
21

22
23
24
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26
27
28

ノ～hψhづo漉56麗5η躍ッ彪nゴ勿鰐Christ．

1G558」6厩6泥α6α7∫nαShesh．

　　　　同　上（側面）
　　　　同　上（連鎖体側面）
オ6距η0砂6」％3乞π96n5Ratt．

　　　　同　上
　　　　同　上
　　　　同　上
オ6痂o¢吻56伽渉ε6％5Ra1鈷

　　　　同　上
　　　　同　上
　　　　同　上
κ4．64吻蜘5v．窺oγoη6π5ぎ5（Deby）Kolbe

　　　　同　上

試料1（721m），葉山層群
試料1（72ml），葉山層群
試料1（721111），葉山層群
試料1（721111），葉山層群
試料4（720804），矢部層
試料5（720603），矢部層
試料5（720603），矢部層
試料4（720804），矢部層
試料5（720603），矢部層

　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃

　　　　径
　　　長辺
　　　長辺
1個体の長辺

　　　　径
　　　　径

74μ
54μ
59μ
30μ
70μ
83μ

　径109μ
　径109μ
長径120μ
　　　70μ
　　　96μ
　　　80μ
　　　70μ

　　106μ
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